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原 著

精神科病院における精神科看護職者の暴言・暴力を起こす患者に対する
介入方法：文献検討を通じて

井上 誠，麻生 浩司
県立広島大学保健福祉学部保健福祉学科看護学コース

（2021年 12月 9日受付）

要旨：目的：文献検討を通じて，精神科に勤務する看護職者として暴言・暴力を起こす患者への
介入方法，技法を抽出し，どのような看護介入が有効なのか検討した．
方法：文献検討は，「医学中央雑誌」および，「CiNii」を検索媒体として使用した．「精神科」「暴
言」「暴力」に関する過去 10年間の文献数の推移について検索後，過去 5年間（2020年から 2016
年）精神科における看護介入研究に発表されている論文を抽出した．
結果：過去 10年間（2020年～2011年）の文献数の推移をみる為，キーワードを含めた文献数

は，「医学中央雑誌」では 102件，「CiNii」では 103件，合計 205件確認した．「科研費抄録」「発表
抄録」「解説/特集」「抄録のみ」を除外し，更に「医学中央雑誌」と「CiNii」で重複している文献を
除外すると 95件が解析対象となった．
考察：精神科に勤務する看護職者に対してどのような患者が暴言や暴力を起こすのか，暴言・
暴力への介入方法や技法には，暴言・暴力の回避知識をもつことにより，自己の精神状態安定へ
の予防策になると思われる．
結語：本研究では，文献検討を通じて，暴言・暴力を起こす患者に対する介入方法，活用でき
る技法を抽出し，整理したことで，精神科看護職者が行う有効な回避方法について示唆を得るこ
とができた．

（日職災医誌，70：119─123，2022）

―キーワード―
精神科，暴言，暴力

はじめに

病院・施設において看護職者が暴言・暴力を受けるこ
とはよく知られている１）２）．患者が看護職者に対して暴
言・暴力を行う背景として，入浴や食事など日常生活の
制限，他患者との共同生活などの制約によるストレスが
あげられる３）４）．また，一日の大半を病室という限られた
場所で過ごすため，日中の活動も制約される．普段の生
活習慣とは異なり，また異なる環境の中で自由を束縛さ
れ，病気が思うように回復しないことで，健康な者に対
する嫉妬やいらだちといった感情を生みだしやすくなる
ことも指摘されている５）．これに対して看護職者は，「何
でも聞いてくれる人」「どのようなことでも受け入れてく
れる人」と位置付けられることが多いことから，嫉妬や
いらだちのような感情が看護職者に対して暴言・暴力と
なって顕著化すると考えられている５）６）．
特に，精神科で勤務している看護職者（以下，看護職

者と称す）は，精神状態が悪化して言語的コミュニケー
ションを図ることが難しい患者に看護介入を行わなけれ
ばならない場合が多く，入院患者から攻撃的言動を受け
る頻度が高い７）．暴言・暴力を受けた場合，看護職者はし
ばしば「仕事の一部」として虐待や暴力に無抵抗に応じ
てしまうケースもある８）．このため，暴言・暴力を受けた
看護職者の対応は被害を公けにしない傾向にあり，暴力
を受けた看護職者の心理的側面に与える影響やその対処
方法が問題視されている９）．さらに，暴言・暴力を受けた
時，「暴言・暴力が起こったのは自分のせいだ」「興奮させ
た」「対応が悪かった」など，大きなダメージを受け，傷
つき，悩み，自信がなくなり自己嫌悪に陥ることもある
という１０）．看護職者は 24時間，患者の最も身近な職種で
あるがゆえに，暴言・暴力と直接向かわざるを得ない．
重要なことは患者と看護職者の安全であると言われてい
る１１）１２）．
したがって，文献検討を通じて，精神科に勤務する看
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表 1　2020 ～ 2011 年掲載誌・研究内訳・研究方法

掲載年
掲載誌 研究内訳 研究方法

大学
紀要 月刊誌 学会誌 原著 研究

報告
資料
その他

質問紙
調査

症例
研究

文献
検討

面接
調査

解析・
実態調査 その他

2020  3 0  2  2  2 1  2  1 1 1  0 0
2019  2 0 12 12  2 0  3  7 0 0  1 3
2018  0 2  7  9  0 0  4  4 0 0  0 1
2017  0 0 10  9  1 0  2  3 0 2  3 0
2016  1 1  7  5  3 1  1  3 2 1  2 0
2015  0 0 10  9  0 1  2  6 1 0  1 0
2014  0 0  9  9  0 0  3  4 1 1  0 0
2013  0 0 10 10  0 0  0  9 0 0  1 0
2012  3 0  7  6  2 2  4  3 1 0  2 0
2011  3 1  5  8  0 1  4  2 0 2  1 0

合計 12 4 79 79 10 6 25 42 6 7 11 4

護職者として暴言・暴力を起こす患者への介入方法，技
法を抽出し，整理することを目的とし，どのような看護
介入が有効なのか検討した．

研究方法

文献検討は，国内で発行されている，医学・薬学・歯
学および看護学・獣医学などの医学関連領域，約 7,500
誌（累計）の定期刊行物から年間 30万件以上の文献情報
が採録されている，「医学中央雑誌」および，「CiNii」を
検索媒体として使用した．文献検討作業は，2021年 8
月～10月に実施した．
文献は，「原著論文」「研究報告」「解説」「学会抄録」を検
索して採用した．「精神科」「暴言」「暴力」に関する過去 10
年間の文献数の推移について検索後，精神科看護におけ
る介入研究に関しての論文は，2020年から 2016年まで
の 5年間に発表されているものとした．第一段階では，
「精神科」「暴言」「暴力」，第二段階として「精神科看護」「暴
言」「暴力」のキーワードで検索した．
分析方法
第一段階のキーワードである「精神科」「暴言」「暴力」で
検索した文献の表題を「介入研究」「事例研究」「調査研究」
「報告」「抄録」「解説/特集」のグループに分類して，掲載
数の年次推移と内容をみながら検討した．第二段階とし
て，「看護」のキーワードを追加して検索し，精神科看護
における暴言・暴力における介入・回避方法などに着目
し，文献を掲載順に番号化し，著者，掲載雑誌名，論文
の種類，ページ数，掲載年，研究方法，研究対象者，研
究概要，研究内容について検討をおこなった．調査内容
や介入内容などが明確でないもの，実態調査，報告書，
議事録などについては除外した．研究内容について，そ
れぞれ要約をおこない，抽出したキーワードを基にワー
クシートを作成した．内容については臨床経験 10年以上
ある共同研究者，スーパーバイザー 1名に依頼して抽出
作業を実施した．

研究結果

1）「精神科看護」「暴言」「暴力」に関する過去 10年間
の文献数の推移
初めに，「医学中央雑誌」「CiNii」によって，「精神科看
護」「暴言」「暴力」のキーワードにて絞り込みを行い，過
去 10年間（2020年から 2011年）で「医学中央雑誌」で
は 102件，「CiNii」103件が検索され，合計 205件であっ
た．「科研費抄録」「発表抄録」「解説/特集」「抄録のみ」を
除外した．そして，「医学中央雑誌」「CiNii」で重複してい
る文献を除外すると 95件が解析対象となった．
2）過去 10年間（2020年から 2011年）の「精神科看

護」「暴言」「暴力」に関する掲載数と研究の内訳
掲載年別文献数は 2020年 5件，2019年 12件，2018
年 9件，2017年 10件，2016年 9件，2015年 10件，2014
年 11件，2013年 10件，2012年 10件，2011年 9件であっ
た．最多掲載年は 2019年，次いで 2014年であった（表
1）．
研究内訳は「原著論文」79件，「研究報告」10件，「資
料・その他」6件であった．研究方法の内訳は「症例研究」
45件，「質問紙調査」25件，「文献検討」6件，「面接調査」
7件，「解析・実態調査」11件，その他 1件であった（表
1）．
3）過去 5年間（2020～2016年）における研究対象者

と介入内容
抽出した論文から，より現在の社会情勢に近い環境に
絞る為に，過去 5年間の論文を原著論文，介入研究のみ
精査した結果を以下に示す（表 2）．
（1）対象者の性別と年代，疾患
研究対象者の性別と年代は女性 8名，男性 6名であっ
た．年 代 は 10代 3名，40代 1名，50代 1名，60代 1
名，70代 5名，80代 2名，90代 1名であった．症状は，
アルツハイマー型認知症 6名，C型肝硬変・肝性脳症・
認知症 1名，知的障害 1名，発達障害 1名，せん妄 1名，
高次機能障害 1名，自閉スペクトラム症 1名，統合失調
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表 2　精神科において暴言・暴力を起こす患者に対する介入内容

代表著者 掲載誌 頁 掲載年 介入・研究方法 性別/年代 対象者の疾患 介入内容

丸岡 大介 日本精神科看護
学術集会誌

5 2020 アンガーコントロー
ルトレーニング 症例

男性/10 歳代 知的障がい 知的障がい者一例に対しアン
ガーコントロールトレーニング
を適用し，そのプロセスを振り
返り，プログラムの効果につい
て検討した

石田 充敏 日本精神科看護
学術集会誌

2 2019 排せつのケア・
生活リズム

女性/70 歳代 せん妄 せん妄症状が悪化し暴言・暴力
がみられた患者への排泄支援か
ら自立し退院へ至った

高谷 和司 日本精神科看護
学術集会誌

2 2019 排せつのケア・
生活リズム

男性/70 歳代 C型肝硬変，肝性
脳症・認知症

退院において，暴言・暴力や排
泄面が課題となっていた70歳代
男性への介入

永田 絢子 日本精神科看護
学術集会誌

2 2019 スタッフ間での共有 女性/80 歳代 アルツハイマー
型認知症

看護職員の具体的な対応につい
てルールをつくり，スタッフ間
でそれを共有して実施

進藤 明美 日本精神科看護
学術集会誌

2 2019 トークン
エコノミー法

女性/60 歳代 アルツハイマー
型認知症

トークンエコノミー法を用いた
関わりを取り入れた結果，行動
や言葉，自傷行為に行動変容が
あった

奥野 亜美 日本精神科看護
学術集会誌

2 2019 パーソン・
センタード・ケア

男性/90 歳代 アルツハイマー
型認知症

帰宅要求のあるアルツハイマー
型認知症患者に，パーソン・セ
ンタード・ケアを実施したかか
わりを報告した

三上 千佳 川崎市立川崎病
院事例研究集録

4 2018 カルテ，看護記録よ
り情報収集し，プロ
セスレコードを作成
し分析した関り

男性/40 歳代 高次機能障害 高次機能障害患者に対しては簡
潔に説明し，患者が一時的にの
み理解することを把握した上で
関わることが大切

高橋 有記 臨床精神医学 6 2018 ASDの認知特性に配
慮した複合的なアプ

ローチ

女児/10 歳代 自閉スペクトラ
ム症

母親と個別面接をする際に，本
人のASD特性を振り返った．母
親がASDの認知特性を理解する
こと

中村 悟 日本精神科看護
学術集会誌

2 2018 バリデーション療法 男性/70 歳代 アルツハイマー
型認知症

患者の自尊心に配慮した下記の
関わり方をスタッフ間で統一す
ること

森川 慎也 日本精神科看護
学術集会誌

2 2018 応用行動分析的介入 女性/80 歳代 アルツハイマー
認知症

全職員で統一した対応および応
用行動分析的介入を試みた結果
を報告

慶野 進 日本精神科看護
学術集会誌

2 2017 回想法 女性/70 歳代 アルツハイマー
型認知症

攻撃性のある患者に対して個人
回想法を行った結果攻撃行動が
軽減され，精神状態の安定につ
ながった

亀井 恵子 日本精神科看護
学術集会誌

2 2017 家族写真・
写真を使用

女性/70 歳代 うつ病 夢ファイルに家族の写真や手紙
を入れ込むことによって患者と
家族の関係性が変化して意欲向
上につながった

山口 由佳 日本精神科看護
学術集会誌

5 2017 面接法 女性/50 歳代 統合失調症 気分変動が激しく暴言・暴力を
繰り返す患者の気持ちの言語化
を促すことの大切さを理解でき
た

藤井 浩恵 日本精神科看護
学術集会誌

2 2016 支持・
肯定的な関わり

男性/10 歳代 発達障害 自尊心を高めるアプローチ・支
持・肯定的な関わりをおこない，
自信を取り戻し，自尊心を高め
るきっかけができた

症 1名，うつ病 1名であった．
（2）研究対象に精神科での看護職者が暴言・暴力に対
して行った看護介入の内容は，アンガーコントロール 1
件，排泄のケア・生活リズムに関する看護介入が 2件，
その他にスタッフ内で共有して介入，トークンエコノ
ミー法，カルテ・看護記録から患者のプロセスレコード
を作成した介入，本人と家族への複合的アプローチ，バ
リデーション療法，応用行動分析的介入，回想法，家族
写真や手紙を使用した介入，面接法，患者に対して支持
的な関わりであった（表 2）．

考 察

2020年から 2011年までの 10年間で「精神科看護」「暴
言」「暴力」をキーワードに検索した結果，毎年，数十件

の文献があがっていた．よって，精神科において患者か
らの暴言・暴力に関する問題は引き続き検討していかな
くてはならない課題と思われる．方法としては，質問紙
調査，症例研究が多くみられた．症状による個別性を考
慮されており，暴言・暴力がある患者への介入方法，技
法を検討していくうえで現在に通じると思われる．
2020年から 2016年までの 5年間で「精神科看護」「暴

言」「暴力」をキーワードに検索した論文は，精神科病院
で認知症の患者が引き起こす，暴言や暴力に対しての困
難さや問題と感じている事例が多数であった．現在，精
神科における認知症高齢者の入院が増加している．Kit-
wood Tは認知症患者へのケアに対して，脳神経学的な
器質的変化といった捉え方をする医学モデルに基づいた
認知症の見方を再検討し，パーソンセンタードケアとい
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う概念に基づくケアの必要性を提唱しているが１１），認知
症患者の増加に対して専門的に対応できる看護師は少な
いことなどが問題になっている１３）．パーソンセンタード
ケアは，認知症の者の「その人らしさ（personhood）」を
尊重するケアである．すなわち，認知症患者の入院に対
しては，入院前の詳細な情報収集，入院後のエビデンス
を踏まえた行動観察，アセスメントを実施し，それらを
もとに介入方法を個別に見出していくことが重要である
と考える．しかしながら，非薬剤的介入や個別的な対応
でも，BPSD（Behavioral and psychological symptoms
of dementia）の軽減や消失が図れない場合があり，その
際は興奮を助長する過剰刺激を遮断し，BPSDを鎮める
ための隔離・拘束が必要となるケースがあるため１４），予
想できないトラブルが発生したり，アクシデント，医療
事故に繋がる可能性も高いと考えられる．特に，精神科
に入院する認知症患者は BPSDの悪化が著しく突発的
に暴言・暴力が発生することを前提に看護介入していく
ことも重要である．また，精神科に入院している認知症
患者に対しては，写真や回想法，トークンエコノミー法
などを通じて，スタッフ間で有効性の共有を詳細に行っ
ていた．つまり，患者背景に対して，どのようなタイミ
ングで介入を行うことがよいか検討するために，多職種
でのカンファレンスを実施し，介入を実践し，アセスメ
ントして共有していくことが，患者からの暴言・暴力を
回避する一助になることが明白になった．
昨今，精神科では 10代の知的障害・発達障害患者の暴
言や暴力が問題視されている．10代の知的障害・発達障
害患者は，人間関係や社会的ルールの理解ができずトラ
ブルがおきやすいようである．自尊心が低くなりがちで
あり，成人しても様々な逸脱行為に及びやすいと言われ
ていることから１５），本研究における文献調査では「怒り」
をコントロールしていく方法（アンガーマネジメント）や
自尊心を高めるアプローチを行い，自尊感情や精神症状
の安定に寄与していた．したがって，個々にあった関わ
り方を看護職者間で絶えず共有し，患者の症状をみなが
ら，柔軟に実践していくことが求められると思われる．
さらに，統合失調症が要因となる暴言・暴力に対して
の看護介入方法をとりあげた報告や１６）１７），包括的暴力防止
プログラムをはじめとした看護介入方法が報告されてお
り１８）１９），今回の文献調査において，気分変動の激しい統合
失調症患者に対して自分の気持ちを言語化できるように
介入によって精神状態を安定化させる内容の論文が抽出
された．
以上，精神科医療における対象は変化しつつあり，認
知症患者に対しての看護介入が重要になってくると考え
る．どのような患者から暴言や暴力があるのか，どのよ
うな介入方法，技法が暴言・暴力回避へ繋がるか，これ
からも多くの情報を精査しながら，解析を詳細に行い，
精神科看護の発展に寄与する．

結 語

本研究では，文献検討を通じて，暴言・暴力を起こす
患者に対する介入方法，活用できる技法を抽出し，整理
したことで，精神科に勤務する看護職者が行う有効な回
避方法について示唆を得た．今回は国内の文献に関する
医学中央雑誌Web版，CiNiiをもとにした過去 5年間の
検索結果であり，対象文献が限定された可能性がある．
今後はデータベースを拡大してより広く文献検討を行う
必要がある．また文献研究では得にくい臨場感のある語
りをインタビューから得ていくことや，暴言・暴力の要
因や受け取り方を多層的に検討し，近年における暴言や
暴力の全体像を明らかにすることが課題である．
［COI開示］本論文に関して開示すべき COI状態はない
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Psychiatric Nurses’ Interventions for Violent Patients in a Psychiatric Hospital:
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Purpose: Through a review of the literature, we extracted intervention methods and techniques for pa-
tients who cause abuse and violence as nurses working in psychiatry, and examined what kind of nursing inter-
ventions are effective.
Methods: The literature review was conducted using the Ichushi Web and CiNii databases as search me-

dia. After a search of articles on “psychiatry”, “verbal abuse”, and “violence” over the past 10 years (2011―2020),
we extracted articles on “intervention research in psychiatric nursing” published over the past 5 years (2016―
2020).
Results: The number of articles containing these keywords over the past decade (2011―2020) was 102 in

Ichushi Web and 103 in CiNii, for a total of 205 articles. After excluding those that fell under the categories of,
“abstracts of presentations”, “commentaries/features”, and “abstracts only” in the KAKENHI database, as well
as duplicates in the prior databases, 95 articles were identified and included in analysis to identify what inter-
ventions were performed.
Discussion: In the future, it will be helpful for nurses and other healthcare professionals in psychiatry to

have some knowledge of what kind of patients can be verbally abusive and violent, and how to respond to
them, so that healthcare professionals can take measures to prevent adverse effects to their own mental health.
Conclusion: In this study, the intervention method for the patient who caused the rant and violence of the

psychiatric nurse was extracted and arranged the technique which could be utilized through the literature ex-
amination, and the suggestion was obtained about what kind of intervention method there was, and an effec-
tive avoidance method.

(JJOMT, 70: 119―123, 2022)
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